
小学生名寄自然体験交流事業報告書

令和5年度

令和6年3月

杉並区教育委員会

杉並区次世代育成基金活用事業

子どもたちの夢を応援する
杉並区次世代育成基金へのご寄附をお願いします。

　杉並区次世代育成基金は、次代を担う子どもたちが、自然・文化・スポーツなど
さまざまな分野における体験・交流事業への参加を通して、視野を広げ、将来の夢
に向かって健やかに成長できるように支援するための杉並区独自の仕組みです。
　平成24年度の創設より、寄附者の皆さまからの継続的なご支援をいただくことで、
多くの子どもたちに貴重な体験を提供することができています。寄附者の思いが
基金を通じて子どもに託され、その子どもたちが大人になり、さらに次の世代を
育んでいく。
　この「支援の循環」が杉並に根付き、希望に満ち溢れた未来へとつながるよう、
一人でも多くの皆様のご支援をお願いいたします。

区主催のイベントや次世代育成基金活用事業の報告会などで募金活動を行って
います。杉並区次世代育成基金の詳細については、杉並区ホームページ（下記
QRコード）をご確認ください。

［お問い合わせ］
杉並区児童青少年課　TEL：03－3393－4760 　mail：jisedai-ikusei@city.suginami.lg.jp

「小学生名寄自然体験交流事業 」は

杉並区次世代育成基金を活用しています

名寄市観光キャラクター
「なよろう」

SA2402 名寄自然体験 R6　A4 無線綴じ（左綴じ）H1-4　コート135　背幅 1.6mm
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なよろ市立天文台 「きたすばる」
令和5年12月26 日

北 海 道 名 寄 市 の ご 案 内北 海 道 名 寄 市 の ご 案 内
　北海道の北に位置する名寄市は、天塩川と名寄川が豊かな恵みを
もたらし、もち米やアスパラガス等が国内屈指の収穫量を誇る、農業
を基幹産業とする都市です。夏と冬の寒暖差が最大で 60℃にもなり、
日本最大級の望遠鏡を持つ市立天文台「きたすばる」や、雪質日本一と
もいわれるスキー場などがあります。
　杉並区と名寄市の交流は、平成元年7月に旧風連町と交流自治体協
定を結んだことに始まります。その後住民同士の幅広い交流が続いて
きましたが、平成 18 年 3月には旧風連町と旧名寄市とが合併し、新
しい名寄市としてスタートを切りました。杉並区と新名寄市は、こ
れまで築いてきた両自治体の関係をさらに発展させていくため、平
成 18年 6月に協定を再締結し、より一層の交流を深めています。

名寄市へのアクセス 名寄市公式サイト
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SA2402 名寄自然体験 R6　A4 無線綴じ（左綴じ）H2-3

　厳冬の北海道名寄市に小学５・６年生を派遣
する「小学生名寄自然体験交流事業」も、今回
で 12 回目を迎えました。温かく迎えてくださっ
た名寄市の皆様や、子どもたちの体調管理に万
全を期してくださった保護者の皆様など、多く
の方々の支えにより無事に事業を終えることが
できましたことに大変感謝申し上げます。
　この季節に子どもたちを派遣しているのは、
寒さの厳しい雄大な自然の中で、東京での生活
との違いを自分自身の肌で感じ、得られる学び
があるからです。飛行機を降りたときに目の前
に広がる銀世界、髪の毛まで凍るほどの寒さ、
澄んだ空気の中で見られる満天の星空など、様々
な体験から得られた感動は、子どもたちの学び
に大きくつながっていくものと考えています。
　子どもたちは、実際に名寄市へ向かう前にそ
れぞれ自分の学習テーマを設定し、事前学習を
行っています。今回も２度の学習会に加え、名
寄市の児童とのオンライン交流会を行いました。
杉並区と名寄市の暮らしをテーマにご当地クイ
ズ大会を行い、大いに盛り上がったと聞いてい
ます。こうして、胸を膨らませて当日を迎えた
子どもたちは、名寄市で多くの刺激を受けるこ
とで、興味関心が広がり、もっと調べてみたい
という探究心が育まれました。子どもたちの作
品を見て、今回の体験が子どもたちの可能性を
さらに広げているものと確信しています。
　学習成果発表会では、派遣中に見ることがで
きた土星や木星などの天体のこと、寒い中で行っ
た実験についてまとめた児童だけでなく、アイ
ヌの言葉や名寄市名物ジンギスカン鍋について
調べた児童など、それぞれが個性あふれる視点
でまとめた作品が展示されていました。子ども
たちは緊張した面持ちでしたが、いざ始まって
みると自信にあふれ、勇気をもって舞台に立っ
た子どもたちのたくましさに、この数か月間の
成長を感じることができました。ぜひ、この経
験を学校の友達や周りの大人たちにも伝えて
いってほしいと思います。
　結びに、本事業の実施にあたりまして、次世
代育成基金の趣旨にご賛同・ご支援をいただき
ました皆様に、心より感謝申し上げます。

　本年度も杉並区の皆さんが「小学生名寄自然
体験交流」で名寄市へお越しくださり、和やか
に交流させていただき、事業を無事終了できま
したことを大変嬉しく思います。昨年５月に新
型コロナウイルス感染症が５類に移行したこと
により、マスクを外し、お互いの表情を見なが
ら、普通に声を出して交流できることに大きな
喜びを感じました。感染症対策による行動制限
が緩和されたとはいえ、基本的な感染対策は必
要であり、そうしたことも含めましてきめ細か
な準備など、ご支援、ご協力を賜りました保護
者、関係者の皆様には心より敬意を表し、感謝
を申し上げます。
　参加された杉並区の児童の皆さんには、北国
博物館での展示室の見学、スノーシュートレッ
キングや雪中での宝探しによる名寄の児童との
交流、スノーモービル体験、なよろ市立天文台
きたすばるの見学など、名寄ならではの冬の自
然や文化、スポーツに親しんでいただきました。
　杉並と名寄の児童の皆さんは、対面式の自己
紹介ですぐに打ち解け、その後の北国博物館横
のミズナラの原生林の中で、スノーシューを履
いて駆け回りながら、お互いに協力して宝探し
を進め、楽しそうに笑顔で交流することができ
たことや、スノーモービル体験では、名寄スノー
モービル協会の会員による運転で、雪との一体
感を味わい風を切る迫力ある走りを実感してい
ただくことができたことを聞いております。ま
た、天文台では２日目に天候に恵まれ、短時間
ではあったものの月や木星、土星を観測するこ
とができたことも聞いております。これらの
様々な活動を通じて名寄の冬を体験し、新たな
学びのある充実した３日間を過ごしていただけ
たのであれば嬉しい限りです。
　本事業は、「杉並区次世代育成基金」を活用
して、次世代を担う子どもたちが様々な体験・
交流を経て、夢を描き、その夢に向かって健や
かに成長できる取り組みを支援する活動と伺っ
ております。冬の名寄市での体験・交流が、本
事業の目的に少しでも寄与できますよう、今後
とも受け入れに最大の努力をし、杉並区との絆
を一層深めていきたいと考えております。
　結びに、本事業の実施にあたりましてご尽力
を賜りました関係の皆様に重ねてお礼を申し上
げますとともに、参加された児童の皆さんの健
やかな成長並びに杉並区と名寄市の交流や相互
理解がますます深まることを祈念申し上げ、ご
挨拶といたします。

小学生名寄自然体験交流を終えて
杉並区教育委員会
教育長

名寄市教育委員会
教育長白石　高士 岸　小夜子



小学生名寄自然体験交流事業の概要

１. 目的
　この事業は、杉並区次世代育成基金を活用して、交流自治体である名寄市に区内児童を派遣し、天体観
測などの体験を通して自然の雄大さや大切さを学ぶとともに、名寄市の小学生との交流により、互いに尊
重し合い、学びあう中で、豊かな人間性を育むことを目的としています。

２. 事業のスケジュール

３．派遣児童名簿　（学習・行動班）

　

４．引率者・学習指導者

班 氏名 学校名 学年

1 班

浅見　つむぎ 桃井第四小学校 6 年
山内　遼馬 大宮小学校 6 年
川田　結大 高井戸第三小学校 5年
小原　颯稀 杉並第十小学校 5年
吉永　花乃 永福小学校 5年

2 班

近藤　すず花 桃井第四小学校 5年
柳沢　早紀 松ノ木小学校 5年
深井　聡太 三谷小学校 6 年
村田　晟 四宮小学校 6 年
橘　美莉愛 杉並第十小学校 5年

班 氏名 学校名 学年

3 班

星野　歩実 桃井第一小学校 6年
沢井　奈月 桃井第五小学校 5年
労　拉 西田小学校 5年
和田　青潤 桃井第三小学校 6年
名取　龍希 天沼小学校 6年

4 班

小垂　尚叶 和田小学校 6年
山口　琴音 富士見丘小学校 6年
大川　理央 八成小学校 5年
南保　春紀 杉並第六小学校 5年
島﨑　葵香 高井戸第三小学校 5年

5 班

深田　悠生 荻窪小学校 5年
加來　杏奈 富士見丘小学校 5年
北御門　咲月 西田小学校 5年
小野　さやか 馬橋小学校 6年
森賀　颯大 高井戸東小学校 6年

令和 5 年　10 月 30 日（月） 結団式・第１回事前学習会・保護者説明会

　　　　　 11 月 18 日（土） オンライン交流会

　　　　　 12 月   1 日（金） 第 2 回事前学習会・保護者説明会

12月26 日（火）～12月28日（木） 自然体験交流（北海道名寄市派遣）

令和 6 年　１月 10 日（水） 学習相談会・保護者説明会

　　　　　 ２月  3 日（土） 学習成果発表会

参加自由 11 月  3 日（金・祝） 天文学習会（星空観望会）

ほか看護師 1 名

鈴木　美貴 生涯学習推進課管理係主査
田頭　和弥 生涯学習推進課管理係 
豊原　有希 生涯学習推進課文化財係
山口　京子 社会教育センター
色摩　翔 社会教育センター
大矢　悠貴 郷土博物館
小山　浩 済美教育センター理科教育指導担当

伊井　希志子 教育委員会教育委員
浮ケ谷　優美 四宮小学校校長
斉藤　あずさ 桃井第四小学校主幹教諭
石田　翼 三谷小学校教諭
保土澤　尚教 済美教育センター統括指導主事
今城　卓也 済美教育センター指導主事
本橋　宏己 生涯学習推進課長

小学生名寄自然体験交流事業（令和5年度）行程表

1 日目 [ 12 月26 日（火）] ２日目 [ 12 月 27 日（水）] ３日目 [ 12 月 28 日（木）]

時
間

晴れ時々
雪

最高気温   − 2.0℃ 晴れ時々
雪

最高気温   − 4.5℃ 晴れ時々
雪

最高気温   − 2.4℃

最低気温   − 6.4℃ 最低気温   − 10.1℃ 最低気温   − 13.1℃

6
6:00 起床 6:00 起床

7
7:30 児童集合 7:00 休暇村コテージ発 7:00 休暇村コテージ発

7:45 出発式 7:10 なよろ温泉サンピラー着（朝食） 7:10 なよろ温泉サンピラー着（朝食）

8
8:00 杉並区役所発 8:15

8:30

なよろ温泉サンピラー発

北国博物館着

8:15
8:25
8:55

なよろ温泉サンピラー発
もち米の里☆なよろ着

9
9:15 もち米の里☆なよろ発

10
9:45 羽田空港着 10:00 10:35 旭山動物園着

10:45 羽田空港発（JAL553 便）

11

12
12:25 旭川空港着 12:15

12:45

13
13:00 旭川空港発 13:00 北国博物館発

13:15 ピヤシリスキー場着

14
14:30 旭川動物園発

15
15:20 休暇村コテージ着 15:00 旭川空港着

16
16:15
16:20

休暇村コテージ発
なよろ市立天文台きたすばる着

16:30 ピヤシリスキー場出発 16:30 旭川空港発（JAL556便）

16:40 休暇村コテージ着

17
17:20
17:30

なよろ市立天文台きたすばる発
なよろ温泉サンピラー着
入浴

17:05 なよろ市立天文台きたすばる着

18
18:30 夕食 18:20

18:30
なよろ市立天文台きたすばる発
なよろ温泉サンピラー着
入浴

18:20

18:50

羽田空港着

羽田空港発

19
19:10 なよろ温泉サンピラー発 19:30 夕食

19:20 休暇村コテージ着 20:00 杉並区役所着・到着式

20
20:10 なよろ温泉サンピラー発 20:30 解散

20:20 休暇村コテージ着

21
21:00 就寝 21:00 就寝

名寄児童と対面式

昼食

北国博物館見学

見送り式

スノーモービル
乗車体験

天体観測

実験タイム
と

学習のまとめ

プラネタリウム鑑賞

昼食（機内）

名寄児童とお別れ式

スノーシュー
トレッキング

＆
宝探し

グループ行動

昼食 ( 園内 )

2 3



結団式・第1回事前学習会

　名寄市とオンラインでつなが
りました。名寄市職員の皆さん
から「北国博物館」や天文台「き
たすばる」についてのお話を聞
いたり、名寄市の児童とご当地
クイズ大会をするなど交流を深
めました。

　天文学習会では、名寄市へ
の理解を深め、杉並との違い
に気づきを得ることができま
した。後半では天文台車「ポ
ラリス 2号」、天体望遠鏡で実
際に天体観測を行いました。

　この日が初めての顔合わせ。自己紹介などを通じて一緒に学ぶ仲間や先生
と交流を図り、名寄の気候や農作物、文化、歴史など様々なことを学びます。

学習課題の解決に向けて、自ら考え仲間と共有します。また、グループで旭山動物園での行動計画を立てます。

令和5年10月30日（月）

オンライン交流会 令和5年11月18日（土）

天文学習会 令和5年11月3日（金・祝）

第 2 回事前学習会 令和5年12月1日（金）

　北国博物館では、
「名寄の気候・地形・
動植物」や、「大昔
か ら 現 在 ま で の
人々の生活」など
について、北国博
物館職員の皆さん
から学びました。

　区役所での出発式のあとは、早速、北海道名寄市へ
向かいます。これからの 3日間では、名寄の皆さんに
話を聞いたり、観察・調査・実験をするなどして、事
前に決めた学習課題の解決に取り組みます。

　夕食後は、それぞれ事前学習会で
考えてきた名寄市だからこそできる
実験に挑戦しました。

名寄派遣　第2日目 令和5年12月27日（水）

実験タイムと学習のまとめ

名寄派遣　第1日目 令和5年12月26日（火）

　天文台「きたすばる」でプラネタリウムを鑑賞し、名寄の星空
について学びました。また、光学赤外線天体望遠鏡「ピリカ」を
前に望遠鏡の仕組みを学びました。

きたすばるでプラネタリウム鑑賞

北国博物館での調べ学習
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　初めてのスノーモービル体
験。スノーモービルに乗って、
パウダースノーが待つ山の中腹
を目指しました。
　たくさん体を動かした後は、
天文台「きたすばる」に移動。
屋上観測室で木星、土星、月を
観測することができました。

スノーモービル体験・天体観測

　名寄市児童との対面式・交流タイムを行った後は、スノー
シュートレッキング体験へ。深く積もった雪をかき分けながら、
真っ白な林の中を歩きました。一緒に宝物を探す中で、杉並と
名寄の児童の仲はより一層深まりました。

対面式・スノートレッキング 名寄派遣　第3日目

　名寄市を出発する私たちを、岸教育長をはじめ、お世話になった名寄の方々が見送りに来て
くださり、温かな言葉をいただきました。
　途中、道の駅でお土産の買い物をし、旭山動物園へ向かいました。旭山動物園では、学習行
動班ごとに自分たちで考えたルートで行動し、見学をしました。

　今回の交流事業を通して学んだこと、感じたことなどを、一人ひとりの児童が
作品や作文にまとめステージの上で発表を行いました。

令和5年12月28日（木）

学習成果発表会 令和6年2月3日（土）

到着式

道の駅

帰り道

見送り式

旭山動物園でのグループ行動
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派遣児童の作文・作品

初めての北海道

　ぼくが名寄に行って学んだ事は、大きく三つあります。
　一つ目は、北国博物館でアイヌのくらしと北海道の動物の生態についてです。アイヌの人たちは北海
道の寒い冬でも動物の生皮で服を作ってくらしていたそうです。また北海道は陸続きだったため日本の
中で北海道にしか生息していない動物がいることをしりました。例えばシマエナガやキタキツネ、シマ
フクロウなどです。ここでは北海道の歴史や特ちょうを学ぶことができたため、ますます北海道のこと
をよく知りたいと思うようになりました。
　二つ目は、なよろ市立天文台きたすばるで星や星座について学んだことです。ピリカ望遠鏡は日本で
二番目に大きい望遠鏡で月や土星が見られました。またプラネタリウムでは、冬のダイヤモンドやペテ
ルギウス、アルテバランなど、冬に見られる星座が分かりました。きたすばるで星について、勉強でき
たため、コテージから見えるきれいな星空も興味をもって観察しました。するとそのときは杉並区より

星がとてもきれいにみえ
ました。
　三つ目は旭山動物園で
いろいろな動物の特ちょ
うを学んだことです。名
寄に行く前から、動物園
に 行 く 事 が 一 番 楽 し み
だったのでインターネット
でも動物の生態やマヌル
ネコについて詳しく調べ
ました。旭山動物園は動
物の展示の仕方が工夫さ
れているため、ユキヒョ
ウの肉球やアザラシの泳
ぐ姿やペンギンのさん歩
を近くで見ることができ
ました。
　特に、ヒグマを見たと
きは冬に冬みんしなくて
もいいようにえさをたく
さんあたえていたのでそ
こも旭山動物園の工夫だ
と思いました。もともと
動物が大好きなので多く
の動物の他の動物園では、
見ることができない様子
が 見 ら れ て と て も 楽 し
かったです。

1
班名寄で見た星

　私は、北海道名寄市でたくさんの事を体験してとてもいい思い出が出来ました。名寄に行く前は、と
てもきん張して名寄市に行きました。名寄市での生活は、とても楽しくて杉並区では、出来ない体験を
たくさんして特に雪で遊ぶのが楽しく、自分の体がうまるほどの雪は、忘れられません。そんな名寄で
特に学んできた事は、名寄で見た星です。私が学んだ星は３つあります。１つ目は衛星の月です。ピリ
カ望遠鏡を使い、月を大きく細かく見る事ができました。特にクレーターというおうとつが良く見えま
した。クレーターは、月の表面に隕石があたることでできます。望遠鏡で月を見た時に月の周りが飛行
機のエンジンの後ろみたいにうようよしています。なぜだと思いますか？理由は、月の周りの空気の流
れが見えています。目でも見えるほどの空気の流れが見えていると思うと月の周りが、とても空気の流
れが速いということを名寄で学びました。２つ目は、惑星の土星です。土星の大きさは、木星の次に大

きい惑星です。土星
には、輪っかが付い
ているけれど輪のほ
ぼ全てが水の氷でで
きています。土星の
半径の大きさは地球
と比べると約９倍で
す。３つ目は、木星
です。木星はガスの
かたまりでできてい
て、人は立つことも
できないそうです。
木 星 の 横 じ ま が で
きる理由は木星はと
ても速く回っていて
約 10 時間に１回転
と、回っているので
東西に強い力が起こ
り風が流れ、風の流
れに雲が乗り横じま
に見えています。私
は名寄で星が見れま
したが、天候が悪い
と見れなかった星な
ので天候にめぐまれ
て見る事が出来まし
た。名寄での自然体
験交流会でたくさん
の 良 い 思 い 出 が で
きました。

学校名 桃井第四小学校 6年 氏名 浅見　つむぎ 学校名 大宮小学校 6年 氏名 山内　遼馬

1
班
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名寄の雪

　ぼくが名寄でおどろいたことが、三つあります。一つ目は想像のできないほどの銀世界でとても美し
かったことです。二つ目は案外そこまで寒く感じないということです。冬の北海道は、とても寒いイメー
ジがあったので少し安心しました。ただぼくらの行った時期が寒くないのか、または厚着していたせい
かもしれませんが北海道は皆さんが想像しているほど寒く感じないです。そして最後は雪合戦のとき、
雪だまが作れないということです。雪だまを作ろうとすると必ずといっていいほどくずれてしまいます。
なぜなら名寄の雪質は日本一の粉雪いわゆるパウダースノーだからです。そこでパウダースノーについ
て調べたところパウダースノーとは積雪量が多く、標高が高く、寒いエリアでできるさらさらとした粉
雪のことをさします。さらに粉雪は他の雪と比べて、水分量が少なくて、不純分が少ないのが特ちょう
です。このような雪質の場所は水を使うことをおすすめします。名寄の雪質は日本一と言われ、先ほどしょ
うかいしたパウダースノーを超えたシルキースノーでパウダースノーとはちがいさらさらよりもふわふ
わでまるできぬのような雪でした。実際に雪を手にのせてみるとまるでのせていないような軽さでした。
なぜこのような雪質になるかというと、日本海側から冷たく、湿った季節風が山にぶつかると、雪の結
晶は上昇気流にのり上空に舞い上がりそれが、乾いた雪となってパウダースノーになります。また、ぼ
くは雪にうめてアイスを作りました。ジュースをアイスバーの容器に入れて丸一日冷やしました。固まっ
ていないところもありましたが甘

かん

味
み

の少ないはけんではとてもおいしく感じました。食べることに夢中
で写真をとるのを忘れるほどでした。
　名寄はとてもいいところでした。地いきの方々もやさしかったですし、きたすばるで見た「月」「土星」

「木星」どれもきれいでした。そして食事。とくににこみジンギスカンなべなんかはさいこうでした。皆
さんも機会があればいってみてください。

派遣児童の作文・作品

ピリカ望遠鏡と月と惑星

　わたしが、名寄自然交流で学んだことはピリカ望遠鏡と月と惑星についてです。
　一つ目は、ピリカ望遠鏡についてです。わたしが一番おどろいたことは、望遠鏡の鏡の大きさが直径 1.6
ｍもあり、わたしの身長よりも大きかったことです。望遠鏡の「ピリカ」は、アイヌ語で「美しい」と
いう意味です。ピリカ望遠鏡とそのとうさい観測装置は太陽系内惑星の観測的研究のために特化されて
おり、惑星観測用としては世界最大級です。望遠鏡についている鏡の大きさは、国内で３番の大きさだ
そうです。一位は、鏡の大きさ直径 3.8 ｍのせいめい望遠鏡（岡山県）で、二位は鏡の大きさ直径２ｍ
のなゆた望遠鏡（兵庫県）です。ピリカ望遠鏡を使って、月と惑星が見れました。肉眼で見るのとは全
くちがって見えました。2010 年 12 月にファーストライト（試験観測）2011 年４月に本格運用を始め、
今年で 13 年目です。
　その望遠鏡を使って見た、月と惑星について次に発表します。
　天文学習のときに移動天文台車で木星と土星を見て、とてもきれいだったので興味をもちました。月

は肉眼で見るとなめらか
な形ですが、ピリカ望遠
鏡で見ると月面がでこぼ
こしていました。惑星は、
８つあり、水星と金星、
地球、火星、木星、土星、
天王星、海王星です。そ
の中でピリカ望遠鏡で見
たのは、木星と土星の２
つです。木星は、しまも
ようがとてもきれいで、
大きさは地球の約 11 倍、
太陽系内惑星の中で一番
大きな惑星です。土星は、
他の惑星とちがって、周
りに大きな輪があります。
その輪の正体は、主に氷
の粉でした。そのことに
とてもおどろきました。
　わたしは、この交流事
業に参加して天文に興味
をもちました。そして、
他の惑星や、太陽につい
ても学びたくなりました。
プラネタリウムの説明も
分かりやすくて楽しかっ
たです。また、北海道に
行く機会があればきたす
ばるへ行きたいです。

1
班

1
班

学校名 高井戸第三小学校 5年 氏名 川田　結大 学校名 杉並第十小学校 5年 氏名 小原　颯稀

10 11



派遣児童の作文・作品

ここがスゴイぞ！旭山動物園

　私がなぜ旭山動物園の造りの工夫について調べたかというと、学校の授業で「ぺんぎん館」を考えた
人の思いについて学んだからです。
　名寄に行く前に造りの工夫や復活劇を本や DVD で調べましたが、実際はどうだったのかを伝えたいと
思います。
　旭山動物園は旭川市の人口の３倍となる百万人の入園者数をほこる人気動物園です。その理由は動物
園独自の展示方法にあります。それはこの３つのうちのどれでしょう！
　１形態展示　２生態展示　３行動展示　答えは模造紙に書いてあるので見て下さい。
　まず最初に「ぺんぎんの散歩」について紹介します。
　野生のペンギンがえさを集団で獲りにいく習性を活かして散歩しているそうです。この活動は自主参
加制のため、今回は９羽でした。
　ぺんぎんはやんちゃで、時にはこけてスタート地点に戻りそうになった姿はとても可愛いかったです。
冬にしか見れないので寒かったけど見れて良かったです。
　「ぺんぎん館」では自由に方向転換ができ、かれいな泳ぎでえさを獲らえる習性を活かして障害物を置
いています。「水中トンネル」で泳いでいる姿は見れませんでしたが、実際に泳いでいたら青い空の中を
飛んでいるかの様なペンギンが見れたと思います。次回は絶対に見たいと思います。
　「ほっきょくぐま館」では、氷の割れ目から息継ぎのために頭を出すアザラシを獲る習性を活かした展
示を見ました。「シールズアイ」というドーム型のカプセルでは、お客さんはアザラシの視点からホッキョ
クグマを見ることが出来ます。しかし雪が積っていたのでこちらに気付いてくれませんでした。その他
にも「巨大プール」では、ホッキョクグマからはお客さんがアザラシに見ええさだと思い飛び込みます。
お客さん側からはダイナミックな飛び込みや泳ぎ、浮き輪などで遊ぶようすが見れます。しかし巨大プー
ルで泳ぐホッキョクグマは見れず残念でした。
　「あざらし館」では好奇心おう盛でとこにでも行きたがる習性のあるアザラシを見ることができます。
そこには自分が水中にいる様に感じる「どうくつまど」や「マリンウェイ」という筒状の水そうもあります。

「マリンウェイ」ではアザラシが楽しく泳いでいましたが、お腹が大きいので２匹同時に入った時は身動
きがとれなくなっていました。私はアザラシが近くにいたので、可愛いくて思わずガラス越しにさわっ

てしまいました。
　旭山動物園は色々
な工夫があり、今紹
介した以外の物もと
ても面白く、館内の
絵もとても可愛いく
描いてありました。
でも予想外にも動物
園が広かったので迷
いそうでした。
　今回見れなかった
工 夫 や 回 り き れ な
かった場所に次回は
行ってみたいです。

名寄の星と自然

　わたしは、名寄市に行って学んだ事が毎日たくさんありました。その中でも、星が好きな事と、北海
道の空気が杉並区と違っておいしかったので、星と自然についてまとめました。
　まず、星を見るためのピリカ望遠鏡ですが、ピリカとは、アイヌ語で、「美しい」を意味します。口径は 1.6
ｍで、倍率は人の眼で見る大きさの約 600 倍ということで、とても大きく見えました。また、公開して
いる中では、日本で２番目に大きな望遠鏡なので、すごいと思いました。わたしが、望遠鏡で見たのは、
いん石がぶつかってできた、月のクレーターと、木星のガスでできた横しまと、土星のちりや氷ででき
た輪と、シリウスのＡ、Ｂの星です。肉眼では、細かいところまではよく見えませんが、どれもはっき
り見えて、とてもきれいでした。月はとてもよく光っていて明るかったです。
　自然については、北国博物館で学んだ四季の自然現象とイベントをまとめました。
　冬の自然現象は、雪の結しょうが太陽の光に反しゃして見える「ダイヤモンドダスト」、太陽の光のす
じが、たてに長く見える「サンピラー」、サンピラーのライト版の「ライトピラー」、強風で、ふった雪

がまい上がる「けあらし」な
どです。イベントは、「雪祭
り」、「もちまき」、「スキー」、

「犬のそり」、「ジャンプ大会」、
「カーリング」、「スケート」、
「スノーランタン」、「スノー
モービル」などがあります。
　 春 の 自 然 は、わたり鳥 が
やって来ます。他にはグリー
ンアスパラのしゅうかくが、
４～５月にあります。そして、
もち米の生産を開始します。
　夏の自然は、じゃがいもを
しゅうかくし、ひまわりがた
くさんさきます。イベントは、

「ジャンプ大会」、「カヌー」、
「あんどんのお祭り」、「しし
まい」などがあります。
　秋の自然は、もち米とじゃ
がいものしゅうかくをしま
す。他には、雲海が見えます。
　わたしは、３日間友達と一
しょにグループ行動をして、
楽しく学べました。これから
も色いろな所に旅をした時、
名寄で教わったことをいかし
て、星の観察をしたり、イベ
ントにも参加したりしてみた
いです。

1
班

2
班

学校名 永福小学校 5年 氏名 吉永　花乃 学校名 桃井第四小学校 5年 氏名 近藤　すず花
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北海道の動物

　わたしは北海道の動物を調べました。
　東京は冬があたたかいのでカラスなどの動物がたくさんいます。ですが北海道の冬は寒く、雪がたく
さんふるのでカラスなどの動物は東京のように自由にすごすことができないと思います。寒く雪がふる
北海道の動物について北国博物館と旭山動物園で調べました。
　始めに北国博物館で調べた動物を３種類紹介します。
　１種類目はエゾユキウサギです。アイヌ語ではイソポです。意味はキイキイ鳴く小さなものです。冬
の食べ物は積雪が浅いころは雪をほって下にある草をたべます。積雪が深くなるとミズナラ、ヤナギな
どの樹木、樹皮を食べます。冬は毛が白くなります。エゾユキウサギの天敵はエゾフクロウ、エゾクロテン、
キタキツネ、クマタカです。
　２種類目はエゾモモンガです。アイヌ語ではアッカムイです。意味は子守の神様です。冬の食べ物は
シラカバ、ハンノキ、カラマツなどです。夏毛は茶色で冬毛は白っぽい灰色の毛色です。エゾモモンガ

の天敵はエゾフクロウ、ハイ
タカ、クロテン、ネコです。
　３種類目はエゾクロテンで
す。アイヌ語でカスペキラで
す。意味はしゃもじを持って
にげるです。冬の食べ物は小
型哺乳類、昆虫などです。エ
ゾクロテンの天敵は猛きん類
です。
　次に旭山動物園の工夫につ
いて説明します。旭山動物園
には寒さに強い動物も弱い動
物もいます。寒さに弱い動物
は大体は部屋にいるので冬は
見れないか、見れても短い時
間になっています。寒さに強
い動物は外に居ますが、ペン
ギンは寒いと水の中を泳がな
いので運動不足にならないた
めにペンギンの散歩がはじま
りました。また今回は見れま
せんでしたが、アザラシの流
氷広場も寒いと作られます。
　このように、寒く雪が多い
北海道では、東京とは違う特
徴がある動物が沢山居て、ま
た、動物園でも、動物のこと
を良く考えて展示しているこ
とが分かりました。

派遣児童の作文・作品

2
班

2
班

初めての北海道

　ぼくは、北海道でしかできない体験をしたかったので、名寄自然体験交流事業に応ぼしました。
　まず一番印象に残っているものは星です。きたすばるでは、ピリカ望遠鏡について学びました。１日
目は、ピリカ望遠鏡の中には、1.6 ｍもの大きさの鏡が入っていて、人間の視力が 600 倍もよくなり、
星が見られるということを学びました。その後、プラネタリウムで実際に星座を映してもらい、オリオ
ン座などの星座、冬の大三角形などについて学び、星座の中の一等星や星座の名前についてくわしくな
れました。２日目は、少し雪が降っていて、心配でしたが、運よく、きたすばるの天井が開き、星を見
ることができました。東京でも星を見ましたが、木星のしまがよく分かりませんでした。でも、ピリカ
望遠鏡で見ると、くっきりとしまが見えました。東京では見ることができない星の細かな部分まで見ら
れてとてもうれしかったです。今度は、夏に行き、夏の星座を見てみたいです。

　２つ目に印象に残っているも
のは旭山動物園です。寒いとこ
ろにいるアザラシ、ホッキョク
グマやキタキツネ、マヌルネコ
は、見るからにあったかそうな
毛皮におおわれていて、夏は暑
いから毛がぬけるのかなと思い
ながら見ました。それから旭山
動物園の名物ペンギンの散歩。
それはよちよち歩くペンギンが
とてもかわいく、もう一回みた
いと今も思います。ぼくが好き
なヒョウは、下からも見られ、
にらんでる顔が見られてうれ
しかったし、とってもかっこよ
かったです。旭山動物園は、寒
い場所だから見ることができる
動物がたくさんいて、そこで動
物を見られた体験はとても印象
に残っています。
　 他 に も、 雪 遊 び や ス ノ ー
シュートレッキング、スノー
モービル、ジンギスカンを食べ
られたり、寒さを体験でき、す
ごい楽しかったし、いろいろな
ことを学ぶことができました。
それに、北海道でしか体験でき
ないこともたくさんできまし
た。これからはこのことをいか
して生活していきたいと思いま
す。

学校名 松ノ木小学校 5年 氏名 柳沢　早紀 学校名 三谷小学校 6年 氏名 深井　聡太
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私と名寄市

　私は、初めて名寄市に着いた時、「広々としていて真っ白な世界だな」と思いました。ビルが多く雪が
降ることがあまりない東京では見ることのない景色でした。最初からスキーウェアを着ていても肌寒い
と感じました。
　名寄市は北海道のまん中あたりで、旭川空港から車で約１時間半、羽田空港から考えると３時間半程
度で「北北海道」の入口です。ナヨロの地名の由来は、もともとアイヌの人たちが呼びならわしていた
ものを、開拓者が文字に表記したもので、アイヌ語で「ナイ・オロ（川のところ）」のことで、地図から
見ると名寄川そのものを指すようです。また、天塩川という日本で４番目の長い川が流れており、昔は
舟
ふな

着
つき

場があったようです。
　名寄市の文化財としては風連ししまいが有名で、郷土芸能として大正以降今でも受けつがれています。
明治 36 年ごろから、富山県からの移住者が多く、富山県のししまいが、伝わったようです。私のお父
さんは、富山県出身なのでこのことを知った時、ぼくと縁があったのだなと嬉しくなりました。他にも、
ぼくたちが行った名寄天文台きたすばるがあります。公開しているなかでは国内２番目の大きさとなる
北海道大学のピリカ望遠鏡があります。見学に行ったときは、想像よりも大きく、月の表面がきれいに
見えたときは感動しました。ピヤシリスキー場も雪質が良く有名です。そこでのスノーモービルや雪遊
びは本当に楽しく最高でした。
　次に、名寄のソウルフードですが、何といってもにこみジンギスカンで、ふつうは焼くのが一般的で
すが、名寄地方はすき焼きのように煮こみます。私も、なよろ温泉サンピラーで食べましたが肉がやわ
らかく本当に美味しかったです。また名寄は、農業がさかんなので、もち米が有名で、市内の水田のお
よそ９割がもち米という、日本有数のもち米の産地です。おみやげにもち米の和菓子を買ってきました
が家族からも好評でした。
　私はこの名寄自然体験交流事業に参加し、「初めて」の体験をたくさんしました。ふかふかの雪の上を
歩くのはとても大変で足がつかれます。ぬれたタオルをふり回すと、５分くらいで本当に棒状になり凍
ります。寒い地域で生活するのは大変な事も多いだろうけど、星がきれいに見え、真っ白な雪の景色が
毎日見られるのもすばらしいと思います。２泊３日ドキドキしあっという間でした。一生の思い出にな
りました。今度は夏の名寄市にも行ってみたいと思いました。

名寄市で感じたみりょく

　私は名寄市に行って、たくさんのことを学びました。その中でも印象に残った名寄市のすごい所を紹
介します。まず始めに名寄市内で発見したものです。こちらの写真はスノーポールといって、雪が高く
積もっても車道と歩道の間にこの棒が立っていることによって、車が通る道がわかるようになっていま
す。こちらの写真は信号機です。杉並と違ってたて型になっているのは、積雪による信号機への負担を
かるくするためです。次に名寄市の家づくりについてです。寒さを防ぐために窓が二重になっていたり、
屋根が三角になっていることで屋根から雪が落下する場所をコントロール出来、安全です。そして、こ
の屋根からしたたる雪溶け水が凍ることによる「つらら」を初めて見ることができました。屋根以外に
も電灯や手すりなどいたる所につららがあり、こんな所にもあるんだと驚きました。そんな雪国北海道
の生産日本一の食べ物にはアスパラガス、かぼちゃ、もち米が挙げられます。もち米を原料として作ら
れるソフト大福は名寄の名物土産でとても美味しくおすすめです。そして名寄では、季節を感じる恒例

行事が一年中行われている事
を知り、杉並では出来ない事
ばかりで、私も参加したいと
思いました。次に私が行った
二つの実験についてです。“実
験一 ” 雪の中で冷凍みかんはで
きるのか？この実験ではみか
んを一日で凍らすことが出来
ました。調べると、みかんな
どの果物は−５度で凍るそう
で当日の気温が−4.9 度だった
ため、作ることが出来ました。
“実験二” 凍ったシャボン玉を
さわりたい！これは残念なが
ら失敗に終わりました。この
日は風が強く気温が高かった
為、シャボン玉が凍るどころ
か、 作ることも大変でした。
ちなみにシャボン玉が凍ると
この様になるそうです。旭山
動物園では寒い雪の中でたく
ましく生活する動物たちをみ
て、この光景は杉並で見る事
はできないので印象に残って
います。“まとめ” 名寄は自然
に恵まれていて、寒さと共に
生きる人々は生活の知恵を身
につけていました。お互いの
地域の良さを感じることが出
来て、よい機会になりました。

派遣児童の作文・作品

2
班

2
班

マイナス

マイナス

学校名 四宮小学校 6年 氏名 村田　晟 学校名 杉並第十小学校 5年 氏名 橘　美莉愛
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アイヌの文化

　私は、この小学生名寄市体験交流事業を通して、アイヌの文化について、大きく七つのことを知るこ
とができました。
　一つ目は、弥生時代がなかったということです。弥生時代はお米を作る時代です。しかし、北海道は
寒すぎてそもそもお米が育ちませんでした。そのため、本州の弥生時代、北海道は縄文時代と同じよう
な生活をしていました。これを続縄文時代と呼びます。
　二つ目は、交易です。アイヌ人と、本州に住む和人との交易では、アイヌ民族が服、和人はアクセサリー
や壺などと交換していたそうです。
　三つ目は、除雪するための道具です。今とあまり変わらないものと、大きく違うものがあります。今
と変わらないものはシャベルです。木造で、除雪の仕方も今と同じです。しかし、三角そりは違います。
三角そりは、馬に引かせて道を除雪していたそうです。
　四つ目は、衣服です。アイヌ民族の服は、独特な刺繍が施してあり、魔よけの意味があったそうです。
木の皮や植物なども服にしていたそうです。交易にもよく出されていました。ちなみに、女性は刺繍、
男性は木彫りがうまいとモテていたそうです。
　五つ目は、スキー板です。スキー板の裏面にはアザラシの毛皮をはっていて、登る時は毛が逆らって
滑らず、降りる時は滑るようにしていたのです。
　六つ目は住居についてです。アイヌ民族の家は、竪穴式住居の和人の家と比べて、壁や窓もあり、今
と近い構造をしていました。また、家の中では神を祀ったり、交易で手に入れたツボを飾っていたそう
です。しかし 1869 年頃から開拓がはじまると、本州から移築された家に住み始めました。その家は寒かっ
たため、ストーブで寒さをしのいでいたそうです。
　七つ目は、寒さのしのぎ方です。寒さをしのぐ方法は、暖炉、囲炉裏、ストーブなどいろいろ使って
いました。燃料は、木の化石や石炭を主に使っていたそうです。また、ストーブの熱でお湯を沸かして
いたそうです。
　私は、小学生名寄自然体験交流事業でアイヌの文化について学ぶことができました。その上で、アイ
ヌを舞台とした漫画や本を読みたいと思います。

派遣児童の作文・作品

三日間で私が学んだこと

　私が三日間で学んだことは四つあります。
　一つ目は、旭山動物園のヒグマのことです。ヒグマは、冬は冬眠しているのに冬でもヒグマを見れた
ということにおどろきました。そこで、旭山動物園ＨＰで調べてみると「冬でも毎日エサが食べられる
ので冬眠しない」そうです。
　二つ目は、ニホンザルのことです。旭山動物園でニホンザルを見たときに集まって団子みたいになっ
ていました。野生でもこの行動をしているのかなと思い調べてみると野生のサルも団子になる行動はやっ
ていて、内側のあたたかい所はけんかが強いサルがいて外側になるにつれ弱いサルになるそうです。
　三つ目は、ペンギンの散歩のことです。一羽だけで歩いているペンギンを見つけました。本当かは分
かりませんがペンギンにもせいかくがあるのかなと思いました。ペンギンの散歩で歩いているペンギン
は、キングペンギンで全長九十㎝で生息地は温だんな亜南極です。ペンギンが列になって歩くのは、先
頭はきけんだけどあとに続くペンギンは、安全がほしょうされるからです。
　四つ目は、しめったタオルがこおったことです。実験タイムのときにしめったタオルを勢いよくブン
ブンまわしてみたらタオルがこおりました。それだけ寒いということの表れです。名寄の寒さを実感す
ることができました。
　私はこの三日間でいろんなことを学んだと思います。まだ、伝えたいことはたくさんあります。天文
台「きたすばる」では名寄市で見える星のこと、実際に星を見ることもできました。北国博物館では、
アイヌの人の生活や名寄の気候のことなどをくわしく知ることができました。
　このように、いろんなことを学べて帰ってこられたのはいろんな人が協力してくれたからだと思いま
す。感謝しています。本当にありがとうございました。

3
班

3
班

学校名 桃井第一小学校 6年 氏名 星野　歩実 学校名 桃井第五小学校 5年 氏名 沢井　奈月
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派遣児童の作文・作品

アイヌの生活

　ぼくがアイヌの生活を調べようと思ったきっかけは、シャクシャインです。シャクシャインは江戸時
代のアイヌのリーダーで、不正な取引をした松前藩と戦い、松前藩との仲直りの会場でだまされて殺さ
れてしまいました。アイヌの衣食住は、本州とはだいぶことなっていて、服ではなくみのを着ていたり、
中国との交易で手にいれた首かざりをつけていたり、えぞにしきという中国のにしきをおった服も着て
いました。
　食べ物については、本州とはあまり変わらず、団子を食べて、汁物には熊の肉がはいっていて、ほか
の料理には鮭をいれたりしていました。
　家については、かべが断熱材になっていて、家の中は暖かいです。ほかにはお客さんの性別ですわる
位置がちがったりします。
　かりについては、色々工夫があって、例えば雪にえものの足あとがのこるように狩りをするのは雪の
積もる冬にしたり、熊が早く弱るように毒矢を使ったりしていました。ほかにも、鮭をとりやすくする
ために、たかにさけをとらせたりしました。
　さらに、アイヌの人達の生活を調べていくと、気になることもでてきて、毒矢を使ったえものをどうやっ
て食べたかがきになりました。
　これらの他にも、寒い地域だからこそできる実験も心に残りました。
　ぼくが名寄でやりたかったことは、外でみかんを凍らせることと、タオルを凍らせることです。みか
んを凍らせるために、雪の中にうめて凍るまで待ちました。タオルは水にぬらしてふりまわしたけど、
凍らなかったので雪にうめました。結果としてみかんとタオルは２日くらいかかって凍りました。北海
道だからすぐ凍ると思っていたけれど、すぐに凍らなかったのが意外でした。

名寄 －北国の生活

　今回、北国の名寄市に行ってきました。中国南出身の自分が雪多い名寄市の人たちはどんな生活をし
ているのかを知りたいし、知恵を使った賢い生き方を学びたかったからです。
　現地に行った時、まず目に入ったのは真っ白の雪世界でした。足が厚雪にふみ込んだ瞬間、ものすご
く感動し、ギッシリ雪をふんだ音もとても好きになりました。名寄市体験交流会の機会で森の休暇村に
泊まり、暖かい部屋に入り、一日の疲れがすぐとれました。そして、スキー場で食事する時も、部屋中

が暖くて、とても気持ち
良かったです。
　北国博物館で見た昔の
北国の人達の家のまん中
には、いろりがあって鍋
がかかっていました。あ
の時代、寒さの中で生き
る方法の一つとして氷下
釣竿を使って厚氷の下で
魚を釣って生きているこ
とが分かりました。熊、
キツネ、へびなどの動物
が狩れない時は海の中の
魚の皮まで使って靴を作
りました。博物館には防
寒用具として、鮭皮靴が
ありました。昔の北国の
人たちが防寒対策には多
くの知恵を使ったことが
分かりました。比べて見
たら、現代の科学技術の
発達とともに暖房、エア
コン、ヒーターの時代に
生き、北国で生活してい
た昔の人達のようにもっ
と知恵を使い、電気、ガ
スより簡単で防寒効果が
良い物を作っていくこと
が大切だと思いました。
　今回は名寄市の冬しか
見てないですがまた機会
があれば春、夏、秋の名
寄も見てみたいと思って
います。

3
班

3
班

学校名 西田小学校 5年 氏名 労　拉 学校名 桃井第三小学校 6年 氏名 和田　青潤
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冬の動物のくらし

　ぼくは旭山動物園でいろいろな動物を見て、もっと知りたくなったのでこのテーマにしました。特に
冬の北海道の寒さの中、野外で活発に動いている動物たちについて、なぜ寒さの中で活発に動けている
のか知りたいと思いました。
　調べた動物の１つ目はヤギです。なぜヤギにしたかというと、ヤギと羊が柵の中にいて、羊には羊毛
があって暖かそうだけど、ヤギにはそのような毛がないから、どうして寒さにたえられているのか不思
議に思ったからです。どうやって寒さにたえているのか調べた結果、ヤギは、草を食べると胃の中で発
酵して、その発酵したときに生まれる発酵熱で、体の内側から体温を上げていました。なので、ヤギは冬、
草をたくさん食べるそうです。そのため、逆にヤギは暑さに弱いことが分かりました。
　もう１つ調べた動物がいます。それはオオカミです。どうしてオオカミにしたかというと、大昔にニ
ホンオオカミが絶めつしたのは知っていたけど、なぜ日本にオオカミがいるのか不思議に思ったからで

す。そして、何を食べる
のかも気になりました。
調べた結果、旭山動物園
にいたオオカミは、シン
リンオオカミという種類
で、北米に暮らしている
そうです。そのシンリン
オオカミを旭山動物園が
カナダから輸入して、繁
殖させて数を増やしてい
るそうです。これで、オ
オカミがなぜいたかが分
かりました。
　次に何を食べるかで
す。シンリンオオカミの
食性は肉食で、大型中型
の シ カ、 イ ノ シ シ、 ウ
サギなどを食べるそうで
す。ちなみに、北海道に
は昔、エゾオオカミとい
う種類の野生のオオカミ
がいましたが、現在は絶
めつしています。
　調べてみて、分からな
かったことがよく分かり
ました。まだ調べてみた
い動物がいるので、時間
があったらもっといろ
いろ調べたいと思いま
した。

派遣児童の作文・作品

名寄市で学んできたこと

　名寄市で私は色々な事を学びました。その学んだ事を発表したいと思います。１日目の天文台きたす
ばるです。１日目の時は屋根があって星が見れませんでしたが２日目では星を見ることができました。
まず最初に 50cm ある目だまと同じ大きさの鏡を使う望遠鏡を見に行きました。鏡の反射を使ってのぞ
くことができる仕組みだそうです。鏡が大きければ大きいほど小さい星も遠い星もはっきり見えるとい
う事も学べました。ちなみに眼底検査も大きさを分けて、目の良さを測っているそうです。そして、天
文台きたすばるにあるピリカ望遠鏡の大きさは何と日本の公開している中で、２番目に大きいそうです。
私はそのはく力につい興奮してしまいました。こちらの鏡の大きさは 1.6ｍと、とても高いです。鏡を
50cm 使った望遠鏡の約３倍です。目で見ることだけではなく、コンピューターを使って外で見ること
も可能です。
　プラネタリウムでは、名寄の近くにある海などを星と関連付けて、説明してくれました。オホーツク
海などの海の特徴、知識を忘れてしまっていたので、いい復習になったと思います。名寄は冬の太陽の
出方が春や暖かい日とは出方が違う事も学ぶことができました。ちなみに中国で見ると長生きができ、
名寄では見れない星が南にある一等星がスノープスという星です。
　２日目は、北国博物館に行きました。北国博物館では二手に分かれて、北海道の豆知識などをたくさ
ん聞くことができました。名寄はどうして雪がこんなに多いかの豆知識を最初に聞きました。まずアムー
ル川という外国の川から、真水が（何も入っていない）流れこまれてきて、たくさんたまります。その
たまった流水が氷になってとても海が冷たくなりその海側に北海道が入っているため、寒く雪が降りや
すい地帯になっています。名寄では山と山に囲まれておりちょうど平らの所に天塩川があります。天塩
川の名前の由来はアイヌ語で「てっし」という言葉があり、てっしは魚をつかまえるやなという道具に
にた岩のことであり、その近くに川があったから「てっし川」＝「天塩川」になりました。ちなみに名
寄は朝と夜の気温が大はばに変わるので野菜作りにはとても向いているそうです。３日目は旭山動物園
に行きました。旭山動物園の特徴は主に４つありました。１つ目は旭山動物園には東京では見たことも
ない動物がいること、２つ目はシロフクロウという動物はかくれるのが得意で雪になりすましているこ
とが多いということ、３つ目は旭山動物園は日本最北端に位置する動物園、４つ目は旭山動物園にいるオオ

カミは大きくはく力があ
ることです。
　名寄ではたくさんのこ
とを学びました。主な学
びは３つしょうかいした
ピリカ望遠鏡、北国博物
館、旭山動物園などの知
識を自分で学んで吸収で
きたので私はとてもうれ
しいです。これからの経
験に名寄の経験、そして、
経験でえた知識を生かし
ていきたいです。
　ちなみにぼくはシマ
エナガをバスの中で見
れたのでとてもうれしい
です。

4
班

3
班

学校名 天沼小学校 6年 氏名 名取　龍希 学校名 和田小学校 6年 氏名 小垂　尚叶

22 23



4
班

4
班

派遣児童の作文・作品

知ってほしい！日本一の名寄の雪

　みなさんは、日本一の雪と聞かれると、何を想像しますか。私なら、雪の量が多いことを想像します。
ですが、名寄の雪は、量も国内トップクラスですがちがいます。雪質で日本一なのです。実さいにさわっ
てみましたが今までさわってきた雪とのちがいは明らかで、雪だるまも作れないほどサラサラしていま
した。なぜこんなに雪質がいいのかというと、理由は二つあります。一つ目は、気温が低いことです。
名寄市は、北海道の北部にあるぼんちのため、とても気温が低いのです。二つ目は、空気中の水蒸気が
少ないことです。この二つの条件により、パウダースノーをこえるシルキースノーと呼ばれるほどの雪
質になっているのです。
　また、気温によって雪質はちがいます。だから本州の雪は水分を多く含むシャーベット状の雪になっ
てしまいます。でも、おどろくべきところは、同じ北海道でも雪質がちがうということです。旭川の旭
山動物園へ行ったとき雪をさわってみたところ名寄の雪よりも少しざらざらしていることが分かりまし
た。北海道でも、場所によって少しずつ雪質がちがうのは、面白いですね。
　最後に寒い名寄ならではの自然現象をしょうかいします。マイナス 10 度以下で大気中の水蒸気がこお
り、細かな結晶が太陽の光を反射させながら一面にまう現象をダイヤモンドダストといいます。限られ
た条件の時にしか見ることができません。またサンピラーやライトピラーも見ることができます。サン
ピラーは、ダイヤモンドダストに氷の向きが規則性をもって並んでいるときにでます。ライトピラーは、
ダイヤモンドダストに街の灯りがあたることで光りの柱が生まれる現象です。どれもとても美しいので
見てみたいですね。
　このように名寄市には、とてもみ力があります。東京とは全くちがい、見るもの全てにあっとうされ
ました。また、名寄市の人たちは、このゆたかな自然をとても大事にし、ほこりをもっていることが伝わっ
てきました。だから、私も自分の身のまわりの自然のよさを見つけ、大事にしていきたいと思いました。

極寒の名寄でやってみた

　私は名寄で寒さならではの実験を４つしました。理由は名寄がどれだけ寒いかを身近なものを通じて
調べてみたかったからです。
　１つ目はタオルを固まらせる実験です。この時の気温はマイナス４度でした。タオルを水で濡らし、
外で振り回すと５分くらいで固まりました。友達も同じ実験をしていましたが、１分くらいですぐに固
まっていました。違いを調べてみると、友達のタオルは薄くて私のタオルは厚いことが分かりました。
タオルの厚さで固まるまでの時間は異なるけれど、名寄でタオルは固まりました！
　２つ目は冷凍ミカンを作る実験です。２つのミカンを雪の中に入れて、１つは約１時間で取り出し、
もう１つは朝まで置きました。約１時間ではほとんど固まっていませんでしたが、朝取り出したミカン
は皮のまわりに氷が張り付いて中身もシャリシャリの冷凍ミカンになっていました。名寄の雪の冷凍庫
で冷凍ミカンができました！
　３つ目はミカンジュースをシャーベットにする実験です。紙コップにミカンジュースを入れ、丸一日、
外の雪の上に置きました。その結果、逆さにしても落ちてこないくらいカチカチに凍り、シャーベット
ではなくアイスができました。後で調べてみるとシャーベットは、単に冷やすだけでなく混ぜたり振っ
たりしながら冷やすことで上手くできるようでした。でもアイスもおいしかったです。
　４つ目は丸い氷の玉を作る実験です。水が入った直径約 15 センチの風船を雪の上に丸１日置いてお
きました。しかし、雪に触れているところは凍っていたものの、全体的には凍っていませんでした。少
し水風船を大きくしすぎたようです。
　実験期間の名寄の気温は最高マイナス３度、最低マイナス 10 度と極寒だったので、ほとんどの物を
凍らせることができました。私は東京でも冬になるといつも「寒すぎ」と言ってしまいますが、名寄で
の実験を通じて本当の極寒を経験できてよかったです。

学校名 富士見丘小学校 6年 氏名 山口　琴音 学校名 八成小学校 5年 氏名 大川　理央
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派遣児童の作文・作品

名寄で出会った野鳥

　僕たちは名寄でいろいろな場所にいきました。きたすばる、北国博物館、ピヤシリスキー場などです。
きたすばるでは、公開天文台としては日本で２番目に大きな「ピリカ望遠鏡」で星を観察しました。北
国博物館では、アイヌの人々の寒い土地で暮らす工夫や、名寄の地形について学びました。ピヤシリスキー
場では、スノーモービルに乗りました。曲がるときにすごく傾いて落ちそうになり少し怖かったですが、
猛スピードで雪の上を走るのはとても気持ちが良かったです。
　このように名寄ではたくさんの体験をしましたが、僕は鳥が大好きなので名寄で出会えた野鳥につい
てまとめました。
　北国博物館には餌台が設置されていて、手を伸ばせばとどきそうな距離で野鳥を見ることができまし
た。餌台には次のような鳥たちが来ていました。
　１種めは、ハシブトガラです。ハシブトガラは森林に生息している小鳥で、冬には他の種と群れを作っ
て行動しています。北海道でしか見られないので見ることができてよかったです。
　２種めは、ゴジュウカラです。ハシブトガラと群れを作り一緒に行動していました。この鳥は木の幹

をさかさまになって下向きで
も動き回ることができます。
とてもすばしっこくなかなか
近くで見ることができない鳥
ですが、今回はじっくり観察
できてよかったです。
　３種めは、ヤマゲラです。
ヤマゲラは背中の黄緑色が特
徴的なキツツキ類で全長は
30㎝近くあり迫力がありま
す。北海道にしか生息してい
ません（ごくまれに本州でも
観察された記録があります）。
ヤマゲラを観察できたのは生
まれて初めてだったので、特
にうれしかったです。
　他にも３日間で、シマエナ
ガ、アカゲラ、ヤマガラなど
たくさんの野鳥に出会えまし
た。
　名寄に行く前は野鳥に出会
えるか心配でしたが、北海道
でしか見られない鳥を観察す
ることができ、中でもヤマゲ
ラは初めてだったので最高の
体験になりました。今回はこ
のような機会をくださりあり
がとうございました。

名寄の美味しい冬の食

　私は北海道が大好きです。雪の絶景が広がる名寄市での体験は、東京とは違う、新たな気づきや好奇
心をかき立ててくれました。
　白く輝く景色はまるで絵画のようです。今までに体験したことのない凍えるような寒さでした。そこ
で食べたジンギスカンは、私の中のベスト一位です。美味しくて、体も温まりました。北海道で羊肉が
食べられたのは、大正時代だそうです。軍服や毛布で羊毛を使っていました。ですが、第一次世界大戦

で輸入が途絶えたのをきっ
かけに国内で羊の飼育がさ
れるようになりました。農
家に飼育を広めるためにも、
羊の独特の臭みを消す研究
がされ、名寄市では、寒さ
をしのぐ「煮込む」郷土料
理です。食べ物だけでなく、
昔から人々は、住まいや衣
類でも寒さの工夫が感じら
れます。
　続いて美味しかったのは、
もち米を使用した大福です。
市内の水田の約九割がもち
米です。盆地特有の気候条
件で昼と夜の寒暖差が大き
いことで、病害虫に強く安
全で美味しいもち米ができ
ます。
　気候の特徴と言えば、北
海道でオーロラが見れるこ
とがあります。私たちがほ
う問したなよろ市天文台で
は、12月1日に、オーロラの
光でうすい赤色に染まる「低
緯度オーロラ」も観測され
ました。いつか自分の目で
見てみたいです。
　友達との雪だるま作りやス
ノーモービルで楽しんだあと
の美味しい食事、そして、名
寄市の地を存分に活かした
人々の魅力に触れ、本当に貴
重な経験ができました。あ
りがとうございました。

4
班

4
班

学校名 杉並第六小学校 5年 氏名 南保　春紀 学校名 高井戸第三小学校 5年 氏名 島㟢　葵香
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5
班

5
班

生まれて初めての名寄

　生まれて初めて行った名寄は、楽しいことばかりだったのですが、あえて困ったことから書きます。
それは、あまりの寒さで僕のデジカメが使えなくなってしまったことです。僕は、二日目の北国博物館
でたくさん写真を撮って資料を集めようと気合を入れていたのですが、見学が始まって間もなく、デジ
カメのシャッターを押しても画面が暗くなったまま動かなくなってしまいました。北国博物館での写真
がほとんど撮れなかったことは最も悔やまれることです。しかし、その午後に引率の先生が自分の携帯
をおなかで温めながら使っていたのをみて、なるほどと思い、僕も三日目の旭山動物園では、デジカメ
をカイロで温めながら、たくさん写真を撮ることができました。
　僕が名寄で最も楽しかったことは、二日目午後のピヤシリ山とピヤシリスキー場でのスノーモービル
体験とソリです。スノーモービル体験は、倒れそうになるほどスノーモービルを傾けて走行したり、衝
撃を体感しながらでこぼこ道を果敢に進んだり、とてもスリルがあり、面白かったです。ソリは、高い
ところから滑れば滑るほど、速度が出て、運転が難しくなり、何回も転びましたが、すごく楽しかった
です。名寄のふかふかの雪は、転んでも全く痛くなかったです。
　僕は、北国博物館の〈カムイの森〉の展示で興味をもち、アイヌ民族についてさらに知りたくなり、
図書館で本を借りて調べました。そこで、今回の名寄の学習成果発表では、アイヌの地名に残る言葉や
信こうについてまとめることにしました。
　ぼくは名寄市で、郷土料理や、その土地の気候などの特ちょう、その土地にいる人たちの歴史、そして、
見たことのない星や大きい望遠鏡について学びました。
　父がふるさと納税で名寄市の煮込みジンギスカンを選んでくれました。今はそれが届くのがとても
楽しみです。

おいしい名寄

　私が、名寄自然体験交流で調べ、体験した事は３点あります。
　まず１点目は、名寄のもち米についてです。北海道は日本のもち米生産量１位で、名寄市には「なよ
ろう」というゆるキャラもいます。名寄市がなぜもち米作りがさかんなのかというと、盆地特有の気候
条件である昼夜の寒暖差があることにより、病害虫の発生が少ないことや、もち米じたいが氷害に強い
からです。名寄市のもち米を使った食べ物で代表的な物は、「ソフト大福」です。白あんやメロンやよ
もぎなど様々な味があり、わたしはハスカップという味が好きです。
　次に２点目は、煮込みジンギスカンについてです。煮込みジンギスカンは、名寄市を中心に食されて
いるなべ料理で羊肉やうどんなどを肉のつけダレと一緒に煮込む食べ物です。一般的に知られているジ
ンギスカンなべを使ったジンギスカンとのちがいは、一般的なジンギスカンは羊肉を焼くのに対し、煮
込みジンギスカンは文字通り漬け込まれた羊肉をタレごと煮込むことです。うどんややさいに味がしみ
ていて、おいしかったです。
　３点目は、名寄市と杉並区の気温についてです。杉並区の夏と冬の平均気温は 26 度と４度で、名寄

市の夏と冬の平均気温は 19
度と−９度です。名寄市は
杉並区より全体的に低かっ
たです。わたしが名寄市で
行った実験は、２つありま
す。１つはタオルを凍らせ
る実験です。手ぬぐいとタ
オルをふり回して 30 秒ご
とに様子を見てみると、手
ぬぐいは１分 30 秒で、タ
オルは 30 秒で凍りました。
手ぬぐいの方がうすいので
手ぬぐいの方が早く凍ると
思っていたのですが、タオ
ルが先に凍ってびっくりし
ました。２つ目は、冷凍み
かんを作ることです。雪の
中で２日ほうちしました。
冷凍庫より固くなりすぎず
中はほどよくシャリシャリ
してておいしかったです。
　 わ た し が 初 め て 名 寄 に
行って特に心に残ったこと
は、スノーモービルです。
とても速くて楽しくて、き
ちょうな体験でした。また
北海道に行ってみたいなと
思いました。

学校名 荻窪小学校 5年 氏名 深田　悠生 学校名 富士見丘小学校 5年 氏名 加來　杏奈
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5
班

雪の名寄

　私は、初めて冬の北海道名寄市に行きました。雪の多さや東京との雪質のちがいにとてもおどろきま
した。ひらひらとまう雪、一面の白い世界が、どのようなちがいによってできるのかについて北国博物
館で話を伺うことができました。
　この美しい雪は、名寄の位置と地形が関わっていました。北海道は大きく２つにわけられます。１つ
目は、『日本海側は雪がたくさん降る場所』、２つ目は『冷たい風が入る場所』です。名寄は、どこに入
るかというと、２つ目の『冷たい風が入る場所』に入ります。ですが、名寄は北海道のほぼ中心にあるため、
冷たい風により気温もとても下がるとともにたくさんの雪が降る場所でもあります。
　また、名寄の雪は、サラサラしており、雪だるまの丸を作るのも大変なくらいでした。東京の雪は水
分が多く、丸めるとずっしりと重く当たると痛いとさえ感じます。名寄の雪は、粉状で一粒一粒の雪の
結晶がはっきり見えました。手につかんだ雪を空気中にまくとサラサラとまいます。まさに、アナと雪
の女王のような手から雪がまき散るような演出ができました。
　私は、雪の中で色々な実験をしました。寒い雪の中、シャボン玉をふいてみました。シャボン玉は雪
の上で固まると薄いガラスが割れるようにパリパリとはじけました。
　また、ぬらしたてのてぬぐいを 30 秒ほどぐるぐる回すと、自立するくらいの固さに固まりました。
　この冷凍庫のような寒さをもっとも感じたのは、スノーモービルでした。雪の上を走るバイクにのっ
てものすごいスピードでスキー場を走ると、外気にさらされた部分は痛いとさえ感じるほど冷えてしま
いました。片手には、スキー用の手袋をし、もう一方は普通の手袋をして乗っていたのですが、左右で
全くちがい、普通の手袋の無意味さを凍り付きそうな指先に感じました。私が名寄で体験したことは、
言葉では伝えきれないのでぜひ行ってほしいし、私自身も、別の季節に行きたいと思いました。

5
班

東京と比べての名寄の特色

　私は、「名寄の特色について調べる」という学習課題でこの小学生名寄自然体験交流に参加しました。
そこで、学んだことが４つあります。まず、一番心に残ったものは「自然」ということについてです。
名寄市には、たくさんの自然がありました。例えば、「雪」です。ふわふわで質の良い雪がたくさん積もっ
ており雪質日本一といわれるほどでした。その他にも、「動物」や「植物」です。名寄には、たくさん
の種類の動物がいて、とてもおどろきました。近くの森の木にリスがいたり、見たこともない鳥がいた
り東京では見られないものばかりでした。次に、「歴史・文化」についてです。歴史といえば、北海道
ではアイヌがとても有名ですね。アイヌの人々は昔から動物の毛皮や肉、石器などを主に使っていたそ
うです。動物の毛皮（シカ、タヌキ、キツネなど）は、雪が降っても寒くないように、服や上着にした
りくつに使われていました。石器は、とがった石や黒曜石でできていて、肉や魚をさばいたり、槍にし
て動物を狩ったりするのにも使われていて、とても便利な道具だったようです。そして「星」について
です。きたすばる天文台というところのピリカ望遠鏡でたくさんの星を見ることができました。土星や

月などが拡大されて見え
て、星がどれくらい遠く
にあるのか実感しました。
肉眼では、すごく小さな
星にしか見えなかったの
に望遠鏡で見てみると土
星だったり、月のクレー
ターが見えたりして、と
てもきれいでした。最後
に、「食べ物」についてで
す。３日間の生活の中で
１日だけジンギスカンが
出ました。牛や豚とは違
い、少し独特な味ですが、
とてもおいしかったです。
東京では、あまり食べる
事ができないので味わっ
て食べました。
　私はこの３日間で「自
然」「歴史・文化」「星」「食
べ物」の４つの事を学び
ました。どれも、東京で
は体験できないものばか
りです。そして、名寄の
特色についても学ぶこと
ができ、とても有意義な
３日間を過ごすことがで
きました。

学校名 西田小学校 5年 氏名 北御門　咲月 学校名 馬橋小学校 6年 氏名 小野　さやか
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5
班

北海道の食文化について

　僕が名寄で学んだことは 2 つあります。
　１つ目は、北海道の郷土料理についてです。北海道の有名な郷土料理のジンギスカンは、主に羊の肉

を使っていますが豚や鹿の肉を使った豚ジンギ
スカンや鹿ジンギスカンなどがあります。そし
てジンギスカンの発祥は戦時中、羊毛の輸入が
困難となり国策として綿羊飼育が推奨され、こ
のころからジンギスカンは食べられたと言われ
ています。僕が食べた油揚げが入っていてその
他にも色々な具材が入っててとても美味しかっ
たです。他の郷土料理だと、豚丼が有名で豚丼
は BS E（牛の病気）によって牛が少なくなっ
た時に牛丼チェーン店が牛丼の代わりとして使
われました。名寄では食べれなかったですが、
いつか食べて見たいです。
　２つ目は北海道の特産品についてです。名寄
の有名な特産品として挙げられるのがもち米で
す。名寄市の水田の約９割がもち米です。名寄
市の給食では赤飯やおこわ、もち米パンといっ
たもち米を使った給食を作っています。僕はソ
フト大福のプレーンしか食べなかったのです
が、また別の味も食べてみたいです。他の有力
な特産品では、サーモン・イクラなどがありま
す。サーモンは秋口が水揚げのピークで、その
時の鮭を「時鮭」といいます。北海道の家庭で
はイクラを漬けるのが一般的です。できたら北
海道の鮭を使って料理をしてみたいです。
　北海道の食文化は土地の特色を生かしている
と思います。まず特徴１つ目は海です。理由
は北海道が海全体に囲まれているからという
のと、北海道の周りに流れる寒流（親潮）がプ
ランクトン豊富だから魚が集まるんだと思いま
す。特徴２つ目は広い平野と川です。理由は畜
産に向いている土地と水田や畑に向いてる土
地や水と言うのが特色を生かしていると思い
ます。
　名寄市がなぜもち米を育てるのかについて調
べました。１つ目は政府が米の生産を調整する
減反政策を始めたから。２つ目はうるち米の評
価が低かったから。３つ目はもち米が寒さに強
いからだと思います。

ダイヤモンドダストのように輝いた笑顔

四宮小学校　校長　浮ケ谷　優美

　「名寄ってどこにあるの？」多くの人から聞かれます。「名寄」は、「旭川」から北海道の北端「稚
内」に向かって車で２時間程の所にある知る人ぞ知る地です。良質なもち米の産地としても有名だ
そうです。雪合戦の雪玉ができないほどのパウダースノーで雪質が抜群であること、濡らしたタオ
ルを振り回すと、すぐに凍ってしまうほど寒さが厳しいことなどの話を聞いて、豊かな自然の中で
の極寒体験が期待できる本事業への参加をとても楽しみにしていました。　
　この名寄自然体験交流事業のねらいを端的に示すと、 探究  ・  交流  ・  自然  ・  集団生活　の４
つです。参加者一同が初めて会する結団式（10 月末）では、参加者（児童 25 名、引率者 13 名）
が本事業の目的を共通理解するところからスタートしました。

  探究　 参加児童は、名寄について学びたいという意欲をもった子ばかりです。「人・自然・土地」
など興味をもった課題について、現地で体験したことを加えて深めたことを発表する一連の探究活
動も本事業の目玉の一つです。子どもたちは、持参したみかんを雪の中に入れて冷凍ミカンづくり
をしたり、濡れたタオルが本当に凍るか試したり、様々な実験が繰り広げられていました。雪の上
を転げ回るなど、全身で雪を感じようとする子どもたちの笑顔が輝いていました。

　交流　 東京都と異なる雪国で暮らす名寄の子どもたちの生活について、直接会って話ができるこ
とも本事業の魅力の一つです。今年は名寄市内の複数の小学校から８名が杉並区児童との交流会に
参加してくれました。車座になって話す中で、意外に杉並の子と変わりない生活を送っていること
が分かりました。名寄の子も交じってグループに分かれ、スノーシューを履いて雪原で宝を探した
後に、温かい豚汁で昼食を共にしたことがすてきな思い出になりました。

　自然　 天体観測に訪れた「きたすばる天文台」は、名寄市が誇る星空や宇宙を身近に感じられる
施設です。なかでも直径 1.6 ｍの鏡をもつ「ピリカ望遠鏡」は、肉眼ではとらえられない星の美し
さを映してくれます。職員の方々の天体観測に寄せる熱意ある説明を、子どもたちは寒さにも負け
ずにしっかりと聞いていた姿が印象的でした。

　集団生活　 自校の移動教室とは異なり、区内各校から集まった出会ったばかりの人と東京から遠
く離れた場所に出かけるのは、勇気のいることです。自分のことは自分で行い、生活のしおりをよ
く読んで見通しをもって行動しなければなりません。心配をよそに、多くの子が自ら新しい人間関
係を築き、周りの子と協力しながら、しっかり生活することができたことに感心しました。

　子どもたちが本事業を通してこのような貴重な体験ができるのは、次世代育成基金のおかげです。
最後になりましたが、ご賛同ご協力いただきました皆様、名寄市教育委員会、本事業を所管する生
涯学習推進課、全ての関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。ありがとうございました。

学校名 高井戸東小学校 6年 氏名 森賀　颯大
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写真を見ながら 1枚 1枚たっぷり説明してくれたの
で朝起きてから夜寝るまでの1日がいかに初めて
の経験の連続で充実した時間を過ごせたかがたく
さん話を聞いてよく分かりました。様々な学習を
しながら、交流する事もできて、子供達にとって
宝の様な経験をさせて頂き、関わってくださった
皆様に感謝の気持ちでいっぱいです。

普段体験できない雪国での生活を同年代の子どもた
ちとすることが出来、とても成長したと思います。
すべてが楽しく目を輝かせて話してくれました。

天気が良くなかったのですが、2日目の晩に瞬間的に
雲が晴れてきたすばるで天体観測ができたと聞きまし
た。厳しい寒さはもちろんのこと、こういった瞬間を
体験できたのも名寄ならではと思いました。元々寒さ
が苦手な子ですが、一日中氷点下の名寄の冬の体験、
交流を通してひとまわり成長したと感じました。

体験として印象的だったのは2日目のスノーシュー
トレッキング体験とスノーモービル体験だった様で
す。また学校以外での友達との交流の機会を得た事
も本人の成長につながったと思います。

事業名 概要 時期
北海道名寄市の「夏」

写真展 名寄市の夏の風景写真を杉並区役所にて展示しました。 令和５年
５月29日～６月２日

料理で学ぶ交流自治体
「名寄市」

杉並区民を対象に阿佐谷地域区民センターで名寄市の紹介や
「なよろ煮込みジンギスカン」を堪能してもらうイベントを実施
しました。

令和５年
5 月 30 日

アスパラまつり 杉並区役所でアスパラガスや大福等の特産品を販売しました。 令和５年
５月 31日～６月２日

白樺まつり 東京高円寺阿波おどり親善訪問おどり団（31名）と区代表団（5
名）が名寄市を訪問し、まつり会場で踊りを披露しました。

令和５年
６月17 日～18 日

杉並区・名寄市子ども交流会 夏休みに、両自治体の小学4年生から6年生が、相互に訪問し交流
しました。

名寄編　令和５年
７月 28 日～ 31日 
杉並編　令和５年

８月５日～８日

東京高円寺阿波おどり 東京高円寺阿波おどり本大会に名寄市のおどり団「風舞連」が
参加しました。

令和５年
8 月 26 日

北海道名寄市
一足早い秋の収穫祭 杉並区役所でとうもろこしや大福等の特産品を販売しました。 令和５年

８月 31日～９月１日

すぎなみフェスタ
交流自治体合同物産展に出展し、なよろ煮込みジンギスカンや大福
等の販売をしました。また、会場内では名寄市の市立天文台きた
すばるの移動式天文台車がやってきて、観望会も行われました。

令和５年
11月４日～５日

冬のなよろ写真展 名寄市にて作成している冬カレンダーの掲載作品および応募作品
の一部を杉並区役所にて展示しました。

令和５年
12 月11日～15 日

なよろ雪質日本一フェスティバル・
ふうれん冬まつり

杉並区代表団（６名 ）が名寄市を訪問し、 雪像コンクールにて
区長賞・議長賞の表彰をしました。

令和６年
２月10 日～11日

日本語スピーチ大会での
もちつき披露

杉並区で行われた日本語スピーチ大会に名寄市の「もち大使」が
参加し、日本の文化の紹介として、もちつきを披露しました。

令和６年
3 月 9 日

名寄市推し冬写真展 名寄市で実施された「インスタグラムフォトコンテスト # 推し冬」
の応募作品を杉並区役所にて展示しました。

令和６年
３月18 日～ 29 日
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杉並区教育委員会

杉並区次世代育成基金活用事業

子どもたちの夢を応援する
杉並区次世代育成基金へのご寄附をお願いします。

　杉並区次世代育成基金は、次代を担う子どもたちが、自然・文化・スポーツなど
さまざまな分野における体験・交流事業への参加を通して、視野を広げ、将来の夢
に向かって健やかに成長できるように支援するための杉並区独自の仕組みです。
　平成24年度の創設より、寄附者の皆さまからの継続的なご支援をいただくことで、
多くの子どもたちに貴重な体験を提供することができています。寄附者の思いが
基金を通じて子どもに託され、その子どもたちが大人になり、さらに次の世代を
育んでいく。
　この「支援の循環」が杉並に根付き、希望に満ち溢れた未来へとつながるよう、
一人でも多くの皆様のご支援をお願いいたします。

区主催のイベントや次世代育成基金活用事業の報告会などで募金活動を行って
います。杉並区次世代育成基金の詳細については、杉並区ホームページ（下記
QRコード）をご確認ください。

［お問い合わせ］
杉並区児童青少年課　TEL：03－3393－4760 　mail：jisedai-ikusei@city.suginami.lg.jp

「小学生名寄自然体験交流事業 」は

杉並区次世代育成基金を活用しています

名寄市観光キャラクター
「なよろう」
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